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令和7年度10月21日（火）

市毛コミュニティセンター

二中学区地域の輪をつくる会 環境部会

ひたちなか市 環境政策課



１ 気候変動とは

２ 気候変動に対する世界・日本・市の動向

３ 一人ひとりにできること

参考 環境に関するイベント等の紹介

本日の内容



１ 気候変動とは



各地で起こっている気候変動

果物の
着色不良

大規模災害の増加
(2020年7月豪雨)

令和3年環境白書より引用

引用:田所和明(水産総合研究センター)「海」の変化Ⅱプランクトン・基礎生産

漁獲量の変化

令和3年環境白書より引用

令和3年環境白書より引
用

オーストラリアの
大火災(2019年)

令和2年環境白書より引用



昔と比べて，気候が変わったと感じません
か？



2019年の台風19号の被害

河川等の越水等により床上浸水153件などの被害が発生しました。

国道6号

勝田すみれ
保育園



2019年の台風19号の被害

枝川小学校の様子

校舎周りやグラウンド
も水に浸かっていま
す。



ひたちなか市で発生した災害（風水害）件数
（1977年から2019年まで）

出典：水戸地方気象台



気候変動の原因 温室効果ガスの増加

温室効果ガスの膜が厚くな
り，熱が逃げにくくなる

⇓
気温の上昇

温室効果ガス
は人間の活動
によって増加



温室効果ガスの影響

茨城県では100年間で約1.6℃平均気温
が上昇



温室効果ガスの影響



２ 気候変動に対する
世界・日本・市の動向



世界では・・・

気候変動枠組条約締約国会議
(Conference of the Parties:COP)

COP21(2015年)：パリ協定

全ての国に温室効果ガスの排出削減目標作
成し，削減施策を進めることを義務付け
た。

写真提供：（公財）地球環境戦略研究機関

世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて
2℃より十分低く保ち，1.5℃に抑える努力を
することとした。



カーボンニュートラルを表明した国々



日本では・・・

「カーボンニュートラル」というのは，二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」

から，植林・森林管理などによる「吸収量」 を差し引いて，合計を実質的にゼロにすること。



第３次環境基本計画

・目指す環境像：暮らしと自然が共生し，
ゆとりと潤いのある自立協働都市

・市全体で2030年度に温室効果ガスの排出
量を46％削減する（2013年度比）。

・公共施設，公用車を対象に2030年度までに温室効果ガ
スの排出量を，50％削減する（2013年度比）。

第３次エコオフィス計画

ひたちなか市では・・・



市における部門別CO₂の排出（2022年度）

総排出
2,657,000トン

産業部門 69％

業務その他 10％

家庭部門 10％
（239,000トン）

運輸部門 12％

廃棄物分野 1％

産業部門

69%

業務その他部門

8%

家庭部門

10%

運輸部門

12%

廃棄物分野（一般廃棄物）

1%
製造業

建設業・鉱業

農林水産業

業務その他部門

家庭部門

自動車

鉄道

船舶

廃棄物分野（一般廃棄物）
出典：環境省

自治体排出量カルテより



・1世帯の排出は約3,800㎏

・割合は，電力使用によるもの
が約半分

・ひたちなか市の1世帯当た
りの排出は，約3,500㎏
（2022年度）

家庭からの二酸化炭素排出量

出典：全国地球温暖化防止活動推

進センターウェブサイト
（https://www.jccca.org/）



参照：気候変動適応法と地域における適応策の推進(環境省)



・再生可能エネルギーなど活用，支援

⇒蓄電池システムへの補助金

⇒市の公共施設への太陽光パネルの導入

⇒公用車にEVを導入

⇒バイオマス資源の利活用

（ほしいも加工残差のたい肥化検討）



・省エネルギー化

⇒市の公共施設のLED化

⇒省エネ家電への買換えに対する補助

⇒置き配バックの利用促進

・排出されたCO2の吸収

⇒記念樹の配布，生垣の設置費補助金交付



◎災害に備える

⇒総合防災訓練の実施

⇒津波ハザードマップの作製

⇒防災情報メール・SNS配信サービスの提供

⇒浸水被害対策

大川改修事業，那珂川堤防改修

雨水貯留施設整備事業



◎熱中症に備える

⇒熱中症の注意喚起

地域の福祉施設と連携した，講習会，周知の実施

⇒クーリングシェルター，涼みどころの提供



３ 一人ひとりにできること



家庭部門の排出は全体の１０％。少ないと思われがち
です・・・

実は家庭部門削減はとても大変かもしれません！

ひとりひとりの取組がとても重要です！

産業部門

69%

業務その他部門

8%

家庭部門

10%

運輸部門

12%

廃棄物分野（一般廃棄物）

1%

製造業

建設業・鉱業

農林水産業

業務その他部門

家庭部門

自動車

鉄道

船舶

廃棄物分野（一般廃棄物）





・車や交通機関でできること

・家電製品でできること

・日頃の取り組みでできること



 年間約40.2㎏のCO2の削減

 年間で約2,500円の節約

車や交通機関でできること

 エコカーとは，排出ガス性能や燃費
性能に優れた環境負荷の少ない車

 燃料代の節約

 電気自動車は非常用の電源にもなる



 年間約185㎏のCO2の削減

 年間で約8,000円の節約

あおぞらバス，那珂湊
海浜鉄道もぜひご利用

ください

車や交通機関でできること



 年間約52㎏のCO2の削減

 年間で約3,330円の節約

家電製品でできること

 年間約12.4㎏のCO2の削減

 年間で約895円の節約

 年間約41㎏のCO2の削減

 年間で約2,600円の節約



 10年前の家電と比べて，

◇エアコンは約15％の省エネ
◇冷蔵庫は約28～35％も省エネ

 家電選びは「省エネラベル」を目安に

統一省エネラベル

家電製品でできること



電気代は4分の１以下

二酸化炭素の排出も少
ない
（８割減）

電球交換の回数減

頻繁につけたり消した
りしても寿命が縮まな
い

近年，LED製品の価格
は下がっている 出典：全国地球温暖化防止活動推

進センターウェブサイト
（https://www.jccca.org/）

家電でできること（LEDの効果）



省エネ製品買換ナビゲーション
しんきゅうさんのご紹介

一言でいうと，「新しい家電にしたら，電気代が年間
でいくら安くなるの？」という疑問に答えてくれま
す。

具体的にできることは，主にこの3つです。
 電気代の節約額がわかる
 CO2削減量がわかる
 自分の使い方に合わせた比較ができる



 年間約86㎏のCO2の削減

 年間で約6,000円の節約

出典：活動推進センターウェブサイ

ト全国地球温暖化防止
（https://www.jccca.org/）

日頃の取組でできること

 宅配に使われるガソリンを減ら
し，CO₂削減

 服を作る，捨てるために使われる
燃料や電力を無くして，CO₂削減

 手先を動かすことで記憶力，運動
能力の向上



日頃の取組でできること



日々の取組でできること

家庭から出る燃えるゴミを減量化！

生ごみをたい肥にして再利用してみ
ましょう。

段ボールコンポストの作り方



•移動時は，公共交通
を積極的に活用しま
しょう。

•自家用車購入時に
は,EVなどの電動車を
選びましょう。

•使用していない部屋
の照明やテレビの電
源はOFF。

•お風呂に入るとき，
シャワーはこまめに
止めましょう。

省エネ，節水等
に努めましょう

•照明は蛍光灯から
LEDに変えましょ
う。

•電化製品は，省エネ
ルギータイプの製品
を選びましょう。

家電の見直しを
行いましょう

•自宅に太陽光設備や
蓄電池を導入しま
しょう。

•断熱材を導入し，冬
でも快適に過ごしま
しょう。

自宅の省エネ・
創エネリフォー
ムをしましょう

•冷蔵庫は詰め込みす
ぎないようにしま
しょう。

•洗濯はまとめて洗い
ましょう。

日々の生活で環
境に配慮した行
動をしましょう

•エアコンのフィル
ターを掃除しましょ
う。

•掃除機の集塵袋はこ
まめに掃除しましょ
う。

点検を行い，最
高のパフォーマ
ンスが出るよう
にしましょう

温室効果ガスの
排出が少ない移
動方法を選びま
しょう

まずは知ること！できることをできるタイミング
で行いましょう！

一人ひとりにできることのまとめ



取組 改善利益 温暖化対策利益

太陽光設備や
蓄電池の導入

災害時でも
電気が使用可

CO2削減

電気代の削減

公共交通の利用

新たな発見
(おいしいお店屋さん

など)

時間の短縮

省エネ・節水
電気代・水道代の

削減

一石二鳥の取組（コベネフィット）を始めてみませんか！



参考：環境に関するイベント等について



環境に関するイベント等の紹介



環境シンポジウム2025
開催決定

日ごろの環境学習の成果や環境保全活動
を発表する場として，環境シンポジウム
を開催します。

日程：2025年2月21日（土）
場所：那珂湊総合福祉センター（し
あわせプラザ）ホール
詳細：市報・市ホームページ等にて

掲載予定

２０２６年２月２１日
(土) PM予定



環境に関するイベント等の紹介



ご清聴ありがとうございました


